
北見市北部地区地域包括支援センターの（前）生活支援コーディネーター

堀江勇夢さんは、地域の高齢者と幼稚園児の交流企画として実施されて

きた「地域ふれあい昼食会」の内容を見直し、２０２３年１０月に双方向の

交流企画として開催しました。

2024年２月には、高栄小学校と共催で「オレンジカフェin高栄小学校」

を開催しました。 これは、５年生が総合的な学習の時間で実施した認知症

サポーター養成講座での学びを生かしてホスト役となり、高齢者とゲームや

企画を楽しむ場を提供し、世代間交流を図ろうとするものです。

この取り組みは、小学校では教育的価値が評価され、包括では地域の

つながりや介護予防を促進する波及効果をもたらしました。

高齢者と幼稚園児のふれあい昼食会の様子 オレンジカフェin高栄小学校の様子

令和６年度老人保健事業推進費等補助金（老人保健健康増進等事業分）
『北海道における地域コミュニティの持続可能性を高める取組みに関する調査研究事業』から引用

北見市高齢者相談支援センター北部提供資料（令和6年度）24
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北海道上士幌町 生活支援コーディネーター 倉嶋香菜子さん提供
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株式会社ママのHOTステーション
代表 倉嶋香菜子氏 資料
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2020.7.28 第1層協議体

岩手県紫波町

第1層協議体の会合で、協議体構成員の近況報告から、シルバー人材センターの

委員から、最近、登録者数が減少している報告があった

協議会終了後、生活支援コーディネーターは、協議体構成員一人ひとりを訪ね、

作成した議事録を渡しながら、会議で話しきれなかったことなどを伺った。

シルバー人材センターへの登録や活動は、高齢者の介護予防にもつながることで、

それぞれの生きがいや、関係づくりになる…

生活支援コーディネーターは協議体メンバーの協力を得て、地域活動発表会（お宝

発表会）の紹介事例として取り上げ、町民にその大切さを伝えた。

2021.2.13

コロナに負けない！

地域活動発表会

「ニーズと取り組みのマッチング」

個別のニーズと事業（サービス）を結び
つけることではなく、地域が必要としてい
る支援ニーズを多様な人と共有し、対応
を協議していくこと
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地域づくりの展開は
1周限りのものではなく、

らせん的にサイクルを
描きながら展開

経験を重ねながら
理解を深め
考えを共有して
さらに活動を展開

住民の自発的で
主体性の高い支
え合い（活動）のヒ
アリング型の実態
調査活動（地域ア
セスメントの始点）

活動の評価
（意味づけ）

意味の共有（普遍化）

実践（普及）

住民の自発的で
主体性の高い支
え合い（活動）のヒ
アリング型の実態
調査活動（地域ア
セスメントの始点）

活動の評価
（意味づけ）

生活支援体制整備事業は、高齢者が必要とする介護に対応す
るだけでなく、地域全体の多世代交流を支援し、多様な暮らし
方を応援することを目的としています。介護が必要になる前から
社会参加を促進し、つながりを深めることで、尊厳ある暮らしを
継続することを目指しています。この取り組みは、高齢者のみな
らず、地域住民全体の幸福感向上につながるものです。

生活支援体制整備事業は、地域づくりを支援する一環ではあ
りますが、それだけが地域づくり全体を担うものではありません。
地域づくりには、多様な手法や団体が存在し、それぞれが独自
の方法で取り組んでいます。こうした団体や人々との協働が、
持続可能な地域づくりを実現する鍵となります。また、介護保
険給付だけでは地域での暮らしの継続を十分に支えることが
できないため、生活支援体制整備事業の枠組みの中で地域づ
くりを考えることが重要です。

令和６年度老人保健事業推進費等補助金（老人保健健康増進等事業分）
北海道における地域コミュニティの持続可能性を高める取組みに関する調査研究事業 座談会等を要約

生活支援体制整備事業を考える際の基本的な視点について 改正②
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1.地域のつながりの重要性：高齢者が持つ知恵や工夫を活かし、
住民が自然に取り組むことが課題解決につながる。

2.生活支援コーディネーターの資質：住民と同じ視線を持ち、寄り
添い、住民の力を引き出すことが重要。

3.地域の力を引き出す姿勢：コーディネーターが地域住民と対話
し、地域の力を引き出すことで自走する地域づくりが可能。

4.住民主体の考え方：住民の主体的な活動が継続し、魅力的な
場所を作ることが楽しい活動につながる。

5.息の長い事業：困っている部分を手伝うだけでなく、互いに支え
合う関係を築くことが重要で、サービスではなく文化を作る視座
が必要。

★持続可能な地域づくりには、住民の声を聞き、事業を活かして

地域を支えることが大切で、多世代交流や社会の循環を考えた

長期的な視点が求められます。

生活支援体制整備事業を考える際の基本的な視点について 改正②

（介護保険のお金だから）
高齢者がなにかしらの形で関わりつつ
みんなで支え合いの地域づくりをして
いきましょう
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生活支援コーディネーターは
地域のいろいろな活動やつながりを知り
事業者や市町村、包括と連携して
地域づくりをすすめていきましょう

高齢者は単にサービスを受けるだけでなく
地域のいろいろな場に
参加できるようにしていきましょう
（参加したくなるように促そう

＝役割つくろう）

みんなで
地域の今、これからを話し合おう
みんな違って、みんないい
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司会の進行で、自己紹介と、01.個人作業の共有

（1人3分くらいを目安に）

全体共有はしません

（記録用紙は指定の方法で回収にご協力ください）

個人作業「講話の感想」、「気づいたこと」 5分

（事前配布の用紙に記入しましょう）

役割決め （受講番号がいちばん大きい数字

の方に進行をお願いします）

ブレイクアウトルーム 20ふん

01.

02.

03.

04.
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住民と共につくる

～地域が元気になる

協議体の進め方～
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「介護予防・日常生活支援総合事業及び生活支援体制整備事業の効果的な推進方法に関する研究事業」
平成 31 年（2019 年）3 月発行 株式会社エヌ・ティ・ティ・データ経営研究所

（コーディネーターと協議体によるコーディネート機能の考え方）

○ 日常生活ニーズ調査や地域ケア会議等により、地域の高齢者
支援のニーズ及び地域資源の状況について十分把握し、地域に
おける以下の取組を総合的に支援・推進。

① 地域のニーズと資源の状況の見える化、問題提起
② 地縁組織等多様な主体への協力依頼などの働きかけ
③ 関係者のネットワーク化
④ 目指す地域の姿・方針の共有、意識の統一
⑤ 生活支援の担い手の養成やサービスの開発（担い手を養成

し、組織化し、担い手を支援活動につなげる機能 ）
⑥ ニーズとサービスのマッチング

H26．9 中央研修（厚労省）資料
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生活支援体制整備事業 協議体 Google Geminiに聞いてみた

協議体とは、地域住民や関係機関などが集まって話し合い、地域
課題の解決や地域活動の推進などを目的として設置される場です。

地域住民が協力して地域を良くするための活動を考え、実行してい
くための連携の場と言えるでしょう。

より具体的に説明すると、以下のような特徴があります。

目的:  地域住民の支え合いを促進し、地域課題の解決、地域活動の推進などを
目指します。

参加者:  地域住民、企業、団体、行政機関、医療・介護関係者など、地域に関わる
様々な人が参加します。

活動内容:  情報共有、意見交換、課題解決のための検討、地域活動の推進などを
行います。

地域:  地域全体を対象とする「第1層協議体」や、日常生活圏域（例えば
中学校区）を対象とする「第2層協議体」などがあります。

生活支援体制整備事業との関連:  生活支援体制整備事業において、地域住民の
支え合いを促進するための活動の場として、重要な役割を担います。

自分たちの暮らしを振り返り、・・・・・・・・・①

これからも住みたい地域であるために・・・④

どうしたらよいかを・・・・・・・・・・・・・・・①⑤

住民自ら又はその地域で働く人達と
関係者が話し合場 ・・・・・・・・・・・・・・②③

岩手県紫波町から学んだこと

紫波町の担当者が、「協議体」をこんなふうに
言い換えていました

紫波町HPより
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仲間や地域の

健康寿命
個人の

健康寿命

元気な個人 元気な地域

地域支援事業が目指す、これからの
地域のすがた

ロコモティブシンドローム
（運動器廃用症候群）予防

フレイル（虚弱）予防

みんなが得意なことで活躍する、働く、生きがいを持てる

生活支援体制整備事業を考える際の基本的な視点について 改正①

地域が元気になる協議体

協議体が元気になることから
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2020.7.28 第1層協議体

岩手県紫波町

会議体から協議体へ

第1層協議体の会合で、協議体構成員の近況報告から、シルバー人材センターの

委員から、最近、登録者数が減少している報告があった。

協議会終了後、生活支援コーディネーターは、協議体構成員一人ひとりを訪ね、

作成した議事録を渡しながら、会議で話しきれなかったことなどを伺った。

シルバー人材センターへの登録や活動は、高齢者の生きがいとつながりづくりになる…

生活支援コーディネーターは協議体メンバーの協力を得て、地域活動発表会（お宝

発表会）の紹介事例として取り上げるため取材を行った。

2021.2.13

コロナに負けない！

地域活動発表会

協議体で共有された
地域課題の解決に取り組む活動①

「私」の問題を、「私たち」の課題として
多様な人と共有し、対応を協議していく
場→協議体
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協議体のメンバー同士、お互いを、もっとよく知ろう！

地域を知る、自分たちの暮らしを振り返る、第1歩

第1回

2021.6.18 第1層協議体（第1回）

協議体構成員は机もイスも取り払い、
ホワイトボードを囲んで、「コロナ下
でつながりのためにしていたこと」に
ついて、自分たちの日常を話し合った

協議体で共有された地域課題の解決に取り組む活動②

コロナ下、顔を合わせなくても班の人たちの近況が
わかるように、自由記述の「つながる回覧板」を考案

38



協議体メンバーが活躍する“協議体”

【山形県朝日町 第1層協議体】

情報紙づくりや、講座運営に協議体のメンバーが
参画し、コーディネーターの活動を支えている

↓

コーディネーターがひとりで抱え込まない

協議体メンバーに相談する、「助けて」を出せる

図書館

森林工芸館

Map-It マップイット(c)

置戸町 人口 2,585人
高齢化率 44.5%

2024年1月1日現在で2,516人

協議体＝「会議室で開く協議の場」という
ステレオタイプから抜けだしてみる
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